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生命科学のめざましい発展の基盤とし

て、DNA 塩基配列から得られる知識は

欠かすことのできないものとなっていま

す。現在では、DNA の塩基配列情報は

コンピューターネットワークを通じて世界

中の研究者が無償で入手できるシステ

ムが確立されています。そのシステムの

担い手の１つがＤＤＢＪ（図１）です。

ＤＤＢＪは、欧州の EBI/EMBL および米

国の NCBI/GenBank との密接な連携

のもと、『DDBJ/EMBL/GenBank 国際

塩基配列データベース』を構築していま

す（図２）。３つの DNA データバンクによ

る国際協調の結果、日本の研究者は自

分が明らかにした DNA 塩基配列情報

を、ＤＤＢＪを通して国際塩基配列データ

ベースに登録することが出来ます。「ゲノ

ムひろば」で紹介される数多くのゲノム

研究で明らかにされた大量かつ有益な

DNA の塩基配列情報も、そのほとんど

がＤＤＢＪを通して登録され、全世界に公

開されました。

本ポスターでは、ゲノムの塩基配列情報

がどのようなプロセスを経てデータベース

に組み込まれ研究者に提供されるか、こ

れまでどのようなゲノムDNAがＤＤＢＪを

通して全世界に公開されたか、などにつ

いて紹介します。

日本ＤＮＡデータバンクの紹介
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膜タンパク質の姿と働きを予測する
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細胞（生物）は、色々なタンパク質の働

きによって生きています（図１はからだと

タンパク質の間に色々な階層があること

を示しています）。タンパク質は、様々な

形をとることを通して、様々な機能を行っ

ていますが、それらすべてが組み合わされ

て、生命が維持されているのです。しかし、

１つの細胞が持つタンパク質の形や働

きは、まだまだ分かっていないものが多く、

コンピュータでそれを予測しようというゲ

ノム情報の研究が期待されています。特

に、細胞内外の情報伝達、物質輸送な

どの働きを持つ膜タンパク質は立体構

造を解明することが難しいのですが、それ

を予測するソフトウエアシステムの開発

を進めています（図２は私たちの膜タンパ

ク質予測システムのホームページです）。

私たちの研究で、生物種によって特定の

機能の膜タンパク質が多い場合がある

こと、しかし生物種によらない共通の性

質が見られ、タンパク質の１／４は膜タン

パク質であることなど、色々なことが分か

ってきました。

どんなやり方で、どんな予測ができるのか、

是非ポスターを見ながら質問してください。
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人がそれぞれの役割をもち協力しあって

この社会を作っているように、生命は

様々な遺伝子や遺伝子産物が、環境に

対応しながら協調して働くことにより成り

立っています。私たちは「生命がどのよう

なシステム（ネットワーク）を作っているの

か」をコンピュータ上に再現するために

「PATHWAY」というデータベースを中心

に、ゲノムと遺伝子の百科事典「KEGG」

を作っています。「PATHWAY」は化合

物の代謝系やタンパク質間の制御関係

をグラフィカルに表現したものです（図

３）。ここでは酵素（タンパク質）が触媒

する化学反応（図２）、タンパク質間の相

互作用、タンパク質とDNA・RNAの作用

のネットワークを見ることができます。

ゲノムプロジェクトによって、これまで100

種以上の生物のゲノムが解読されてい

ますが、KEGGでは全ゲノムの決定した

生物について遺伝子の機能予測を行

い、それぞれの遺伝子とPATHWAYに登

場するタンパク質と対応づけています。

古細菌から高等生物まで、それぞれの生

物は、どのような代謝経路や制御経路を

持っているのでしょうか。是非興味を持っ

てポスター

を見に来て

下さい。

生命システム情報統合データベースKEGG
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感染症は微生物が私たちの体内に侵入

することによって引き起こされます。微生

物とは顕微鏡でないと見えないような小

さな生物の総称で、その代表が細菌と呼

ばれる単細胞生物です。私たちの周りに

は数多くの細菌が存在し、地球全体では

何万あるいは何百万種類ともいわれます

が、感染症をひき起こすのは一握りで、そ

ういった細菌を病原細菌と呼びます。一

握りといっても、人に病気を起こす病原

細菌は１００種類をゆうに越え、その各々

が特有の感染症を起こします。では、どう

して特定の細菌だけが病気を起こす能

力を持っているのでしょうか？実は、細菌

の病気を起こす能力やその病気のタイ

プは、各々の細菌がどのような病原遺伝

子（病気を起こすために必要な遺伝子）

を持っているかによって決まるのです。し

たがって、全ゲノムを解読すれば、その細

菌の全ての病原遺伝子を見つけだすこ

とができ、それらの機能を調べれば、病気

を起こすメカニズムを知ることができるは

ずです。このゲノム広場では、私たちが全

ゲノムを解読した３種類の病原細菌、病

原性大腸菌O157・ウエルシュ菌・腸炎

ビブリオをとりあげ、各菌の特徴や病気

を起こすメカニズムなどを紹介します。

ゲノムからみた病原細菌の姿
ー細菌はなぜ病気を起こすのかー
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（図1）からだと膜タンパク質の間

（図2）膜タンパク質予測システムの結果のページ

（図2）麦芽糖からブドウ糖へ

（図3）ヒトの解糖系PATHWAY

（図2）様々な生物種のゲノム配列は国際塩基配列データベースを通して全世界に公開
されます 。（ 画 像 出 典：国 立 遺 伝 学 研 究 所 遺 伝 学 電 子 博 物 館
h t t p : / / w w w . n i g . a c . j p / m u s e u m / i n d e x . h t m l 、同角谷研究室
http://www.nig.ac.jp/labs/AgrGen/epigenetics.html、水田の生き物 イネの生活
http://www2.saganet.ne.jp/mono_k/ikimono/moine06.html、国立科学博物館 微小
藻の世界 http://www.kahaku.go.jp/special/past/bisyoso/ipix/mo/3/3_5.html）

（図1）ＤＤＢＪのホームページ
（http://www.ddbj.nig.ac.jp/Welcom-j.html）

（図1）解糖系への入り口

（図1）病原性大腸菌0157誕生のメカニズム （図2）ウエルシュ菌の病原遺伝子


